
 

  

 

 

                            

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

 

        鳥インフルエンザウィルスの写真 

 

 

                                     

 

平成２５年５月１５日 

益田翔陽高等学校 保健室 

  今年の２月半ばより、中国で鳥インフルエンザの人への感染が初めて確認され、台湾でも一人発症し

ています。国立感染症研究所によると人に感染しやすく変異していますが、人から人への感染は確認され

ていないようです。また、ＷＨＯ（世界保健機関）は中東・湾岸地域及びヨーロッパで新型のコロナウィル

スの感染が確認され、人から人への感染の可能性があると報じています。 

 

これだけは知っておきたい 鳥インフルエンザウィルスのこと 

      

 

大きく分けてＡ～Ｃの三つの型があり、Ｈ７Ｎ９はＡ型に属する。ＨやＮは、ウィルス

表面の突起物の略称で、Ｈは１６種類、Ｎは９種類あり、組み合わせは全１４４種類。 

       

インフルエンザに感染した人がせきやく

しゃみをしたとき、小さな水滴（飛沫）

が飛び散ります。飛沫の中にはウィルス

が含まれています。これを鼻や口から吸

い込むと感染します。 

       

Ｑ： 日本に広がったら大変だな。 

Ａ： もし、鳥から人に感染するだけでなく、人から人

に感染するタイプだったら、あっという間に流行

します。日本の空港では赤外線装置を使い、３

８度以上の高い熱がある中国からの帰国者が

いないかどうか調べるなどして、警戒を強めて

いるんですよ。 

Ｑ：どうしたらいいんだろう？ 

Ａ： 政府は、特に中国へ行く人には、必要がないな 

ら鳥など動物に近づかず、よく手を洗うよう呼

びかけています。 

              （読売新聞社４月１７日付） 

インフルエンザの予防法のポイント 

マスクの装着、うがい、手洗い等の励行 

 


